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時論公論中
選
挙
区
制
と
派
閥

秋
の
自
民
党
総
裁
選
が
近
付
き
、
派

閥
の
動
向
が
頻
繁
に
報
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
近
年
の
自
民
党
総
裁
選
挙

か
ら
は
、
昭
和
後
期
の
角
福
（
田
中
角
栄

と
福
田
赳
夫
）
戦
争
の
よ
う
な
派
閥
抗
争

の
迫
力
は
消
え
失
せ
た
が
、
派
閥
は
今
で

も
天
下
取
り
を
狙
う
者
に
は
、
力
強
い
基

盤
な
の
だ
。

今
日
、
自
民
党
（
衆
議
院
議
員
２
８
４

人
、
参
議
院
議
員
１
２
３
人
）に
は
安
倍

首
相
の
出
身
母
体
の
細
田
博
之
派
（
96

人
）、
麻
生
太
郎
派
（
60
人
）、
竹
下
亘
派

（
55
人
）、
岸
田
文
雄
派
（
47
人
）、
二
階

俊
博
派
（
44
人
）、
石
破
茂
派
（
20
人
）、

石
原
伸
晃
派
（
12
人
）
が
あ
る
。
安
倍
政

権
は
細
田
派
、
麻
生
派
、
二
階
派
に
支
え

ら
れ
て
い
る
。

細
川
護
煕
内
閣
時
代
の
平
成
６
年
に

い
わ
ゆ
る
政
治
改
革
が
断
行
さ
れ
、
衆
議

院
に
小
選
挙
区
比
例
代
表
制
が
導
入
さ

れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
定
数
が
３
か
ら
５
を

中
心
と
す
る
中
選
挙
区
制
の
下
で
は
政

権
を
狙
う
政
党
は
当
然
複
数
の
候
補
者

を
立
て
る
。
当
時
の
衆
議
院
は
定
数
が

５
１
１
で
、
選
挙
区
は
１
２
９
だ
っ
た
か

ら
、
１
選
挙
区
平
均
２
名
当
選
さ
せ
な
い

と
過
半
数
は
取
れ
な
い
計
算
と
な
る
。

ち
な
み
に
、
平
成
２
年
の
第
39
回
総
選

挙
で
は
、
自
民
党
が
３
３
８
名
、
社
会
党

は
１
４
９
名
が
立
候
補
し
た
。
自
民
党
で

は
５
人
区
に
４
人
立
て
た
り
、
４
人
区
に

４
人
立
て
た
り
も
し
た
。

敵
は
政
策
の
違
う
野
党
で
は
な
く
、
政

策
が
同
じ
党
の
候
補
者
で
あ
り
議
員
な
の

だ
。
こ
の
ラ
イ
バ
ル
に
勝
つ
た
め
に
は
、
党

の
公
認
、
選
挙
資
金
、
企
業
・
各
種
団
体

へ
の
コ
ネ
が
必
要
だ
。

こ
れ
を
ま
と
め
て
面
倒
見
て
く
れ
る
の

が
〝
党
中
党
〞の
派
閥
だ
。
あ
る
幹
部
も

「
俺
が
Ｃ
派
に
入
っ
た
の
は
、
派
閥
の
ボ

ス
を
尊
敬
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
。
選

挙
区
に
は
、
Ａ
派
、
Ｂ
派
の
現
職
議
員
が

お
り
、
空
き
家
の
Ｃ
派
に
入
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
」
と
告
白
し
て
い
た
。

中
選
挙
区
制
の
最
大
の
定
員
は
５
。
三

角
大
福
中
（
三
木
武
夫
、
田
中
角
栄
、
大

平
正
芳
、
福
田
赳
夫
、
中
曽
根
康
弘
）の

５
大
派
閥
が
存
在
し
得
た
。

こ
の
派
閥
の
領
袖
と
子
分
の
関
係
は

鎌
倉
幕
府
の
ご
恩
と
奉
公
の
関
係
だ
。
子

分
は
日
頃
、
面
倒
を
見
て
も
ら
う
代
わ
り

に
、い
ざ
鎌
倉
の
時
＝
総
裁
選
の
時
に
は

奉
公
の
限
り
を
尽
く
す
の
だ
。

当
選
す
れ
ば
、
派
閥
特
に
巨
大
派
閥
は

「
総
合
病
院
」（
田
中
角
栄
）
で
あ
り
、
若

手
代
議
士
の
陳
情
処
理
を
強
力
に
支
え

て
く
れ
る
。

ま
た
、
政
治
家
と
し
て
の
出
世
も
、
派

閥
抜
き
で
は
語
れ
な
い
。〝
派
閥
均
衡
人

事
〞の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
各
派
閥
の

勢
力
に
比
例
し
て
大
臣
な
ど
の
ポ
ス
ト
が

割
り
振
ら
れ
て
き
た
。
か
つ
て
は
無
派
閥

で
政
治
生
活
を
全
う
で
き
る
も
の
は
す
く

な
か
っ
た
。
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●
派
閥
を
作
る
側
に
も
メ
リ
ッ
ト

「
派
閥
の
領
袖
と
し
て
は
、
総
裁
選
が

あ
る
か
ぎ
り
、派
閥
は
手
放
せ
な
い
」（
渡

辺
美
智
雄
・
元
副
総
理
）も
の
で
あ
る
。

●
数
は
力
で
あ
る
。

派
閥
は「
領
袖
や
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
に

と
っ
て
は
、
自
己
の
影
響
力
の
最
も
重
要

な
基
盤
で
あ
り
、
総
裁=

首
相
の
ポ
ス
ト

を
獲
得
す
る
た
め
の
ス
プ
リ
ン
グ
ボ
ー
ド

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
自
派
の
勢
力
を
維

持
し
拡
大
し
う
る
か
い
な
か
は
、そ
の
領

袖
の
政
治
的
運
命
を
大
き
く
左
右
す
る

こ
と
に
な
る
」（
佐
藤
誠
三
郎
・
松
崎
哲
久

『
自
民
党
政
権
』）。

● 

学
会
、
企
業
等
い
か
な
る
社
会
に
も

派
閥
は
あ
る
。

「
人
間
が
三
人
い
れ
ば
２
つ
の
派
閥
が

IV

政
治
ア
ナ
リ
ス
ト

豊
島
典
雄

自
民
党
総
裁
選
挙
と
派
閥

衰
弱
し
て
も
存
在
感
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時論公論
で
き
る
」（
大
平
正
芳
元
首
相
）。し
か
し
、

政
権
党
の
派
閥
は
総
裁=

首
相
の
ポ
ス

ト
の
争
奪
を
め
ぐ
っ
て
の
金
の
や
り
取
り

な
ど
弊
害
が
多
い
。〝
ニ
ッ
カ
〞（
二
人
の

総
裁
候
補
か
ら
金
を
も
ら
う
こ
と
）、〝
サ

ン
ト
リ
ー
〞（
三
人
か
ら
も
ら
う
こ
と
）、

〝
オ
ー
ル
ド
パ
ー
〞（
全
候
補
者
か
ら
も

ら
う
）と
い
う
言
葉
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
だ
か
ら
か
ね
て
よ
り
「
派
閥
解
消
は

天
の
声
」（
岸
信
介
・
元
首
相
）
と
言
わ

れ
る
が
一
向
に
解
消
し
な
い
。
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し
か
し
、
こ
れ
か
ら
天
下
を
と
ろ
う
と

い
う
も
の
に
は
、
そ
う
し
た
声
は
き
れ
い

事
に
し
か
聞
こ
え
な
い
。

「
派
閥
が
あ
っ
て
も
犯
罪
に
な
る
わ
け

で
も
な
し
、
少
し
も
悪
い
と
は
思
わ
な
い
。

池
田
総
裁
が
派
閥
解
消
を
申
し
た
よ
う

だ
が
、
私
も
総
裁
に
な
れ
ば
同
じ
こ
と
を

い
う
だ
ろ
う
」（
河
野
一
郎
・
昭
和
38
年

10
月
）、「
派
閥
に
は
罪
が
あ
る
が
、
功
の

ほ
う
が
よ
り
働
い
て
き
た
と
言
え
る
か
も

し
れ
な
い
。
絶
え
ず
党
内
で
切
磋
琢
磨
し

て
き
た
か
ら
」（
竹
下
登
、
首
相
に
な
る
前

の
昭
和
60
年
11
月
）
と
開
き
直
る
。

ま
た
、「
有
権
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
競
争
に

候
補
者
を
駆
り
立
て
る
よ
う
、
特
別
に
工

夫
し
た
制
度
の
よ
う
に
も
見
え
…
…
…

派
閥
抗
争
に
極
め
て
適
し
た
制
度
」（
米

国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
ハ
ン
ス
・
ベ
ア

ワ
ル
ド
名
誉
教
授
）で
あ
る
中
選
挙
区
制

を
残
し
た
ま
ま
で
は
、
派
閥
解
消
は
掛
け

声
倒
れ
に
終
わ
っ
て
き
た
。

往
時
の
結
束
力
は
な
い
が

し
か
し
、
平
成
に
な
り
自
民
党
は
い
っ

た
ん
下
野
し
て
集
金
力
を
失
い
、
ポ
ス
ト

も
配
分
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
に
、
中

選
挙
区
制
の
廃
止
、
小
選
挙
区
制
の
導

入
と
な
っ
た
。

原
理
的
に
は
、
選
挙
資
金
も
選
挙
運

動
も
党
が
責
任
を
持
っ
て
集
め
た
り
進
め

た
り
す
る
党
営
選
挙
に
な
る
の
だ
か
ら
、

派
閥
の
存
在
は
必
要
な
い
は
ず
だ
。

さ
ら
に
、
民
主
党
に
３
年
あ
ま
り
政
権

を
奪
わ
れ
て
派
閥
の
結
束
力
は
弱
く
な
っ

た
。
町
村
信
孝
、
安
倍
晋
三
の
よ
う
に
一

つ
の
派
閥
か
ら
二
人
が
総
裁
選
に
立
候
補

し
た
こ
と
も
あ
る
。

確
か
に
、
４
０
７
人
の
自
民
党
所
属
国

会
議
員
中
、
無
派
閥
は
73
人
（
衆
議
院
に

50
、
参
議
院
に
23
）い
る
。
し
か
し
、
派
閥

は
無
く
な
ら
な
い
。
派
閥
の
機
能
は
あ
る
。

① 

国
政
選
挙
で
の
党
の
公
認
の
獲
得　

昨
秋
の
総
選
挙
で
の
山
梨
県
で
の
岸

田
派
と
二
階
派
の
争
い
等
６
選
挙
区
で
の

公
認
争
い
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
子
供
の
喧
嘩
に
親
が
出
て
く
る
構
図

で
あ
る
。
無
理
が
通
れ
ば
道
理
が
引
っ
込

む
こ
と
も
あ
る
。

② 

政
府
与
党
の
ポ
ス
ト
獲
得

「
な
ん
で
こ
ん
な
も
の
を
国
務
大
臣
に

す
る
の
か
？
週
刊
紙
の
餌
食
に
な
る
だ
け

で
は
」
と
言
わ
れ
も
の
が
入
閣
す
る
こ
と

が
あ
る
。

不
適
在
不
適
所
の
大
臣
も
誕
生
す
る
。

親
分
の
腕
力
に
よ
る
総
理
に
対
す
る
無

理
強
い
で
あ
る
。
ま
た
、
領
袖
が
政
治
資

金
パ
ー
テ
ィ
で
「
組
閣
で
は
○
○
先
生
は

う
ち
の
推
薦
候
補
の
筆
頭
で
す
」
と
断
言

し
た
の
に
、
空
手
形
に
終
わ
り
落
選
と
な

る
と
領
袖
も
責
任
を
問
わ
れ
、
領
袖
交

替
と
な
る
。　
　
　

③
陳
情
処
理

選
挙
区
へ
の
新
幹
線
の
整
備
な
ど
に
貢

献
す
れ
ば
金
と
票
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

④ 

若
手
代
議
士
の
教
育
機
関

魔
の
２
回
生
（
今
は
魔
の
３
回
生
）
と

い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
若
手
に
さ
ま

ざ
ま
な
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
噴
出
し
た
時
に
、

元
高
検
の
検
事
長
が「
派
閥
が
衰
退
し
た

か
ら
だ
。
派
閥
は
若
手
代
議
士
の
教
育

機
関
だ
よ
」
と
言
っ
て
い
た
。
政
治
と
金

に
鋭
い
メ
ス
を
入
れ
て
き
た
検
察
Ｏ
Ｂ
の

発
言
に
驚
い
た
も
の
だ
。　
　

⑤ 

情
報
交
換
の
場

派
閥
に
入
っ
て
い
な
い
と
永
田
町
の
情

報
に
暗
く
な
る
。

⑥ 

国
取
り

総
裁
選
こ
そ
、
派
閥
の
存
在
感
を
示
す

好
機
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
派
閥
拡
大
に
狂

奔
す
る
。

二
階
派
は
、訳
あ
り
派
閥
等
と
揶
揄
さ

れ
な
が
ら
も
派
閥
拡
大
に
余
念
が
な
い
。

人
事
で
も
か
な
り
無
理
を
通
し
て
い
る
。

派
閥
ら
し
い
派
閥
と
言
え
る
。

三
木
武
夫
派
の
流
れ
を
組
む
者
（
山
東

派
）
と
、
保
守
本
流
の
吉
田
茂
の
孫
が
率

い
る
麻
生
派
が
合
流
し
た
。
数
は
力
だ
か

ら
だ
。

派
閥
の
創
立
者
た
ち
は
絶
句
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
？




